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審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本研究は非小細胞肺癌における上皮成長因子受容体遺伝子異常の有無を、気管支鏡検査
で得られた液性検体を用いて新規超高速PCR法による迅速診断を試みたものである。その結
果、高速診断が可能な上、癌細胞含有量の少ない液性検体を用いても実臨床で用いられて
いるPCR-invaderの結果と非常に高い一致性を示すことが証明された。本論文の内容は、進
行肺癌の臨床を行う上での課題である、検査から薬剤投与までの時間的遅延を解消するも
のであり、臨床腫瘍学の分野において明らかに学術水準を高めたものと認める。 
